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・今回，話し合いの時間があり，有意義だった。次回は参加人数が増えると良い。 

・学びつつ話し合うことを絶やさずに。 

・また参加したいと思う。  

・最近の家庭の問題に合った内容で，おもしろく人権についても学べた。 

・話し合うことの大切さ，相手の立場になって考えることの大切さを，改めて考えさせられ

たＤＶＤだった。 

・ＤＶＤのようなことは理想であるが，少しでも近づくように努力していきたい。 

・ＤＶＤも良かったが，みなさんの心からのアドバイスは心にしみた。 

・「 手伝う」という言葉自体が，役割分担を前提とした考え方というのは，今まで思ったこと

がなかったので，ハッとさせられた。 

・同和問題など，社会全体で継続的に取り組んでいく必要があることも扱ってほしいと思う

が，こういった家庭内のことは，より多くの人に知ってもらいたいとも思った。 

・人と正面から向き合うのは難しいことですが，さぼらず，自然体でできればいろいろなこ

とで違って見えるようになるのではないかと思った。 

・自分の意見をはっきりと言える社会と雰囲気づくりは，家庭でも地域でも必要だと思う。

相手を傷つけるような感情は，言葉を変えて相手の立場を尊重していきたい。 

・時代は常に変化しているので，６０代夫婦も情報をキャッチし，ハラスメントなど変化に

対応する勉強も大切だと思った。 

・「 向こう三軒両隣」は最低限であり，地域の人たちとの繋がりを積極的に持ちたいものだ。 

 地域で育つ～地域で育てる」を合言葉に，コミュニティづくりに日々励んでいるつもりで

ある。 

・家族や地域のコミュニケーションを増やして，住み良く，偏見の無い社会や未来になって

いくと良いなと思った。 

・おとなの目線と，子どもの目線をうまく取り入れていくことが大切だと思った。 

・子どもたちのいじめや虐待を無くしてほしい。誹謗中傷など無くなってほしい。ＳＮＳの

規制を強化してほしい。 

・「 住民学習」という堅苦しい名前を変えたらどうか。 

 

みどりがおか人推協だより 

主催：緑丘学区まちづくり推進委員会・緑丘学区人権学習推進協議会 

9 月３０日，緑丘小学校体育館において， 
人権学習映画会を開催しました。 
映画を通して，ハンセン病に 

ついて考えることができました。 
多くの方に来ていただき， 

ありがとうございました。 
 

 

●住民学習会への意見と感想（一部抜粋） 

 

                               人権は 一人ひとりの 宝物 

アンケートにご協力いただきましたみなさま，ありがとうございました。 

 
人権学習映画会 

 


